












⑤同和問題

宿毛市立東中学校高知県宿毛市

令和５年度 人権教育研究推進事業 ＜人権教育研究指定校事業＞

学校名
都道府県・
指定都市名

人権課題 全学年・総合的な学習の時間
対象学年・

取り扱った教科等

別紙様式３－２

・同和問題について歴史的背景など正しく知り、自分事として捉えることで、差別のない平等
な社会を実現できる生徒を育成する。
・当事者の方から話を聞くことを通して、差別を受けてきた人の思いに触れ、自分たちに何が
できるのか考え、行動できる生徒を育成する。

・当事者の方から話を聞き、調べてもわからなかったことを知り、まとめることができた。
・当事者の方に当時の状況についてお話を伺うことで、当時の人の思いに触れ、その思いを継
承するために自分たちがどうすればいいのか考えることができた。
・全学年、同和問題学習を行い、同和問題に特化した学習を行うことで、人権学習にスムーズ
に取り組むことができた。
・結婚差別について話を聞くことで、差別の実態について知り、その非情さを伝えることで、
差別がなくなるということに気がつくことができた。

実施した内容

（指導上の工夫）
・子どもたちの学習の進捗状況を見ながら、当事者の方から伺った話を、どう生かすのかに
ついて、具体的な助言を行った。
・当時の人がどのような思いで差別に立ち向かったのか、調べてもわからないことを質問で
きるように準備を行った。
・同和問題について正しく知るために、教員が事前に学習を行い、授業に取り組んだ。

工夫した点

目標・人権教
育のねらい

時数等 １０時間



〇知識的側面：「同和問題に関する基本的な事実や歴史的背景、法的枠組みについて理解し
ている」

・同和問題の歴史について理解し、差別に立ち向かっていった人の思いに気付いてる。
・同和問題を無くすために国がどのような取組を行ったのか把握し、その取組によって地
域がどのように発展したのか理解できている。

〇価値・態度的側面：「同和問題への理解を深めるために、他の生徒と協力し、異なる意見
や視点を受け入れる態度がみられる」

・同和問題をなくすために、自分になにができるのか考え、実践しながら差別をなくそう
と行動する姿が見られた。

・同和問題について意見を出し合いながら、多面的な視点で学習を深め、理解を深めるこ
とができた。

〇技能的側面：「同和問題に関する具体的な状況に対する解決策や提案を考え、的確に掲示
できる」

・同和問題を解決させるために、インターネットなどを使って、正しい情報を発信するこ
とができた。

・同和問題をより具体的に学習していくために、当事者の方の話を聞きながら、自分たち
ができることを考え提案することができた。

令和５年度 人権教育研究推進事業 ＜人権教育研究指定校事業＞
別紙様式３－２

他教科との
関連

事業成果

社会科にて、全国水平社や解放令について学習した。
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